














WAKUWAKUホームでのエピソード

6月7日、P君がうれしい報告にやってきた。なんと、エジンバラのパブリックスクールに留学するというのだ。P君は、母子家

庭。以前、お母様が入院中にホームであずかったことがある。大学進学をめざして勉強していたが、大学の授業料を払う余

裕がなく、どうしたものかとあれこれ考えていた。

ダメ元で申請したら、面接があって合格したというのだ。もちろん、これまでのP

君の努力があったからこそである。そのスカラシップは5年間支払われるので、

1年間パブリックスクールで勉強した後、イギリスの大学に進学することになる

そうだ。そんな夢みたいなことを自分のものにする子がいるんだなあとこちらも

WAKUWAKUうれしくなった。

その日、ホームに集った子たちで、なぜか腕相撲をやりだし、P君はホームに泊

まっているA君に負けて苦笑い。ホームは笑いに包まれた。

• A君は特別支援学校に通っている。母子家庭でいつもお母さんとケンカをしてい

たという。お母さんが入院されたのでホームで預かることになった。障碍のある

子たちは閉ざされた世界で過ごしていることが多い。学校から帰ってきても自由

に外出できないので、家にいることになる。最近は放課後等デイサービスがた＜

さんできたが、そこは障碍のある子だけが利用できる。しかし、WAKUWAKUホー

ムは障碍のある子もない子もやってくる。A君の世界は格段に広がった。大学生

や水島さんとの関わりも日を重ねるにつれ深くなり、わがままを言って困らせたり、いろんな子ともたちと一緒にみんなで

ゲームをしたり・・・半年を過ぎたころから、語彙数がすごく増えた。何かを問いかけたときに、ちゃんと言葉が返ってくるよう

になった。これはひとつの奇跡だと思う。

毎日、大きな声で笑うようになったA君。A君の笑い声を聞いて、私も周りの子たちも幸せになれる。

今年度になって、不登校・ひきこもりの子どもの利用が増えてきた。ずっと家にいた子が、ホームには行きたいと雨が降って

もやってくる。一番の魅力はホームでいろんなゲームが出来ること。スタッフの水島さんはゲームとともに育った世代で、家

から不用になったゲーム機を持ち込んだ。スーパーファミコンに始まり、キューブ、wii、スイッチまで。ゲームの力はすごいな

あと思う。彼らは家でゲームの腕を相当に磨いてきている。ここでつわもの同士が闘える。ネットゲームが出来る時代であっ
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ても、やはり生身の人間が集まってやる方が楽しい。なんと、ホームは8人まで一緒に

ゲームが出来る。年齢に関係なく男女に関係なく学校に行ってるかどうかなんて関係

なく、みんなで楽しい時間を共有できる。そこには優しい空気が流れている。この中から

将来、プロのゲーマーが誕生するかもしれない。それはもはや夢物語ではない時代で

ある。

8
 


















